






要約:6か月乳児の神経芽細胞腫(Neuroblastoma以下NB)マススクリーーニングの実施で多

数の NB 例が発見され,それらの予後が極めて良好であることが示されたが,NB 例全体にど

のような影響を与えたかを知ることが大切である。そこで,NB 開始前後の NB 例数,頻度,年

齢分布の変化について観察した。スクリーニングの実施により日本でのNB の発見例が増加

し,その頻度はスクリーニング実施前の 4.50 例/100万人・15 歳未満小児から最大8.39 例

/100 万人となった。そして,年齢分布も変化し,1 歳未満例が増加し(P＜0.01),1-4 歳例が

減少した(P＜0.05)。 

これらの所見はマススクリーニングの実施により NB の登録数が増し,諸外国の頻度と同じ

になり,さらに,早期発見例が増加したことを示していると思われた。 


